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(57)【要約】
【課題】
良好な耐熱性を有し、硬化時の着色が少なく、汎用的な溶剤にも溶解可能であることから
、塗料用途、接着剤用途、レジスト用途等に好ましく使用できるマレイミド組成物を提供
する。
【解決手段】
下記一般式（１）で表される構造を有する化合物を含む、塗料用組成物、接着剤組成物、
またはレジスト用組成物である。
【化１】

上記一般式（１）において、Ｒは、脂肪族、脂環族から選ばれる２価の基を表す。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
下記一般式（１）で表される構造を有する化合物を含む、塗料用組成物。
【化１】

上記一般式（１）において、Ｒは、脂肪族、脂環族から選ばれる２価の基を表す。
【請求項２】
下記一般式（１）で表される構造を有する化合物を含む、接着剤組成物。

【化２】

上記一般式（１）において、Ｒは、脂肪族、脂環族から選ばれる２価の基を表す。
【請求項３】
下記一般式（１）で表される構造を有する化合物を含む、レジスト用組成物
【化３】

上記一般式（１）において、Ｒは、脂肪族、脂環族から選ばれる２価の基を表す。
【請求項４】
ＲがＣ２からＣ１８のアルキレン基である一般式（１）で表される化合物を含む、請求項
１記載の塗料用組成物。
【請求項５】
ＲがＣ２からＣ１８のアルキレン基である一般式（１）で表される化合物を含む、請求項
２記載の接着剤用組成物。
【請求項６】
ＲがＣ２からＣ１８のアルキレン基である一般式（１）で表される化合物を含む、請求項
２記載のレジスト用組成物。
【請求項７】
Ｒがヘキサメチレン基である一般式（１）で表される化合物を含む、請求項１記載の塗料
用組成物。
【請求項８】
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Ｒがヘキサメチレン基である一般式（１）で表される化合物を含む、請求項１記載の接着
剤用組成物。
【請求項９】
Ｒがヘキサメチレン基である一般式（１）で表される化合物を含む、請求項１記載のレジ
スト用組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ビスマレイミド組成物に関する。より詳しくは、塗料用組成物、接着剤組成
物、またはレジスト組成物等として好適に使用することができるビスマレイミド組成物に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　芳香族ビスマレイミドは、その硬化物が優れた耐熱性や電気特性を有することから、Ｆ
ＲＰ用樹脂や、半導体基板材料等に用いられている（例えば特許文献１）。
一方で、芳香族基を含まないビスマレイミドが知られている（例えば特許文献２）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００７－０５１２４８号公報
【特許文献２】特開２００３－２９２４８３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　芳香族ビスマレイミドは、上記のとおり各種用途に使用されているが、その硬化物は、
耐熱性や電気的特性には優れるものの、着色が生じやすく、また、各種溶剤にも溶解し難
いため、取扱い性が十分とは言い難く、例えば塗料用途、接着剤用途、レジスト用途にお
いては、使用が困難となる場合があった。
【０００５】
　よって、本発明は、良好な耐熱性を有し、硬化時の着色が少なく、汎用的な溶剤にも溶
解可能であることから、塗料用途、接着剤用途、レジスト用途等に好ましく使用できるビ
スマレイミド組成物を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
本発明者は、上記目的を達成する為に種々検討を行ない、本発明に想到した。
すなわち本発明のビスマレイミド組成物は、下記一般式（１）で表される構造を有する化
合物を含む、塗料用組成物、接着剤組成物、またはレジスト用組成物である。
【０００７】

【化１】

【０００８】
　上記一般式（１）において、Ｒは、脂肪族、脂環族から選ばれる２価の基を表す。
【発明の効果】
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【０００９】
　本発明の塗料用組成物、接着剤組成物、またはレジスト用組成物の必須成分であるマレ
イミド化合物は、種々の溶剤に溶解可能であるから、本発明の塗料用組成物、接着剤組成
物、またはレジスト用組成物は良好な取扱い性を有する。また、本発明の塗料用組成物、
接着剤組成物、またはレジスト用組成物は、硬化させた際に、良好な耐熱性と良好な色調
とを発現することが可能となる。よって、発明の塗料用組成物、接着剤組成物、またはレ
ジスト用組成物は、それぞれ塗料用途、接着剤用途、レジスト用途に好適に使用すること
が可能となる。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明を詳細に説明する。
なお、以下において記載する本発明の個々の好ましい形態を２つ以上組み合わせたものも
また、本発明の好ましい形態である。
【００１１】
　［本発明のビスマレイミド組成物］
　＜ビスマレイミド化合物＞
本発明のビスマレイミド組成物は、上記一般式（１）で表される化合物（ビスマレイミド
化合物）を含む。上記一般式（１）において、Ｒは脂肪族、脂環族から選ばれる、２価の
基を表す。
【００１２】
　上記脂肪族の２価の基とは、脂肪族化合物に含まれる水素原子を２つ除いた構造を有す
る基であり、上記脂環族の２価の基とは、脂環式化合物に含まれる水素原子を２つ除いた
構造を有する基である。上記脂肪族の２価の基、脂環族の２価の基としては、置換または
無置換のアルキレン基（アルカンジイル基）、置換または無置換のシクロアルキレン基（
シクロアルカンジイル基）、置換または無置換のアルケンジイル基、置換または無置換の
シクロアルケンジイル基、等が例示される。上記の中でも、本発明の組成物の硬化時の色
相が向上する傾向にあることから、置換または無置換のアルキレン基（アルカンジイル基
）、置換または無置換のシクロアルキレン基（シクロアルカンジイル基）が特に好ましい
。
【００１３】
　上記置換のアルキレン基とは、アルキレン基に含まれる水素原子の１または２以上が、
置換基で置換された構造を有する基である。置換のシクロアルキレン基、置換のアルケン
ジイル基、置換のシクロアルケンジイル基等も同様に、それぞれシクロアルキレン基、ア
ルケンジイル基、シクロアルケンジイル基に含まれる水素原子の１または２以上が、置換
基で置換された構造を有する基である。上記置換基としては、アルキル基、シクロアルキ
ル基、水酸基、アルコキシ基、アミノ基、アルケニル基、カルボキシル基、カルボン酸エ
ステル基、スルホン酸基、およびこれらの置換基の水素原子の１または２以上がさらに置
換基で置換された置換基等が例示される。なお、本発明の組成物の硬化時の色相が低下す
る（着色しやすくなる）傾向にあることから、上記置換基としてアリール基は極力含まな
いことがより好ましい。
【００１４】
　上記脂肪族の２価の基は、炭素数が１以上、３０以下の基であることが好ましく、２以
上、１８以下の基であることがより好ましく、２以上、８以下の基であることがさらに好
ましい。上記脂環族の２価の基は、炭素数が３以上、３０以下の基であることが好ましく
、６以上、１８以下の基であることがより好ましく、６以上、１４以下の基であることが
さらに好ましい。上記範囲であれば、本発明の組成物を塗料用途、接着剤用途、レジスト
用途に使用した場合に、その特性が向上する傾向にある。
【００１５】
　上記脂肪族の２価の基、脂環族の２価の基としては、具体的に、メチレン基（－ＣＨ２

－）、エチレン基（－ＣＨ２ＣＨ２－）、イソプロピレン基（－ＣＨ２ＣＨ（ＣＨ３）－
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）、ブチレン基、ヘキサメチレン基（－ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２－）等の
アルキレン基（アルカンジイル基）；シクロブタンジイル基、シクロヘキサンジイル基、
メチルシクロヘプタンジイル基等のシクロアルキレン基（シクロアルカンジイル基）；プ
ロペンジイル基、ブテンジイル基、ヘキセンジイル基、オクテンジイル基等のアルケンジ
イル基；シクロヘキセンジイル基、ジシクロペンタジエンジイル基等のシクロアルケンジ
イル基；等が例示される。上記の中でも、炭素数２～１８のアルキレン基（Ｃ２からＣ１
８のアルキレン基）が好ましく、エチレン基、ブチレン基、ヘキサメチレン基が特に好ま
しい。
【００１６】
　＜他の成分＞
本発明のビスマレイミド組成物は、上記一般式（１）で表される化合物（ビスマレイミド
化合物）を含めばよいが、必要に応じて（ｉ）希釈剤、（ｉｉ）可塑剤、（ｉｉｉ）単量
体、（ｉｖ）溶剤、（ｖ）重合開始剤、（ｖｉ）架橋剤、（ｖｉｉ）重合禁止剤等の任意
の成分を含有していても良い。
【００１７】
　上記（ｉ）希釈剤としては、分子中にエチレン性不飽和基を有するオリゴマー又はポリ
マーであり、例えば本発明の組成物を塗料用組成物として使用する場合に、塗料特性を向
上させる役割を担う。上記希釈剤としては、ウレタン（メタ）アクリレート等の重合性基
含有ウレタンオリゴマー若しくはポリマー、ポリエーテル（メタ）アクリレート等の重合
性基含有エーテルオリゴマー若しくはポリマー、ポリエステル（メタ）アクリレート等の
重合性基含有エステルオリゴマー若しくはポリマー、カーボネート（メタ）アクリレート
等の重合性基含有カーボネートオリゴマー若しくはポリマー、エポキシ（メタ）アクリレ
ートの重合性基含有エポキシオリゴマー若しくはポリマー等が例示され、具体的には、ジ
イソシアネートと水酸基を含むアクリル酸及び／またはメタクリル酸（以下、「（メタ）
アクリル酸ともいう」とを反応させた構造を有するウレタン（メタ）アクリレートオリゴ
マー；ポリアルキレングリコールやポリグリセリンの水酸基に、（メタ）アクリル酸を付
加した構造を有するポリエーテル（メタ）アクリレート；ポリエステル、ポリカーボネー
ト、エポキシ樹脂などを（メタ）アクリレート化等した化合物等が例示される。
なお、上記ジイソシアネートとしては、Ｒ－（Ｎ＝Ｃ＝Ｏ）２で表される化合物（ただし
、Ｒは脂肪族、脂環族から選ばれる２価の基であり、態様、好ましい態様はＲは上記一般
式（１）のＲと同様である）が例示される。上記水酸基を含む（メタ）アクリル酸として
は、ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート、ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート
等のヒドロキシ（メタ）アクリレート類；トリメチロールプロパンアクリレート等のメチ
ロール基含有（メタ）アクリレート類；等が例示される。これらは、１種のみが含まれて
いてもよいし、２種以上が含まれていてもよい。
上記希釈剤は、組成物の粘度が高くなり過ぎないように重量平均分子量が１００００以下
であることが好ましい。重量平均分子量の下限は特に限定されないが、例えば５００以上
である。
【００１８】
　上記（ｉｉ）可塑剤としては、分子中にエチレン性不飽和基を有さないオリゴマー又は
ポリマーであり、例えば本発明の組成物を接着剤組成物として使用する場合に、接着剤特
性を向上させる役割を担う。上記可塑剤としては、低分子量のポリアクリル酸エステル等
が例示される。上記可塑剤は、室温で液状の化合物が好ましい。可塑剤は、重量平均分子
量が１０００～１００００程度のものが好ましい。これらは、１種のみが含まれていても
よいし、２種以上が含まれていてもよい。
【００１９】
　上記（ｉｉｉ）単量体としては、重合性の炭素炭素二重結合を、一分子に一つ有する化
合物が例示される。具体的には、例えば、（メタ）アクリル酸メチル、（メタ）アクリル
酸ブチル、（メタ）アクリル酸シクロヘキシル、（メタ）アクリル酸ヒドロキシエチル等
の、（メタ）アクリル酸エステル類；（メタ）アクリルアミド、Ｎ－モノエチル（メタ）
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アクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチル（メタ）アクリルアミド等の、（メタ）アクリルアミ
ド誘導体；（メタ）アクリル酸ジメチルアミノエチル、ジメチルアミノエチル（メタ）ア
クリルアミド、ビニルピリジン、ビニルイミダゾール等の、塩基性不飽和単量体およびそ
の塩または第４級化物；Ｎ－ビニルホルムアミド、Ｎ－ビニルオキサゾリドン、Ｎ－ビニ
ルピロリドン、Ｎ－ビニルカプロラクタム、Ｎ－ビニルイミダゾール、Ｎ－ビニルモルフ
ォリン、Ｎ－ビニルアセトアミド等のＮ－ビニル化合物類；（メタ）アクリル酸、イタコ
ン酸、マレイン酸、フマル酸等の、カルボキシル基含有不飽和単量体およびその塩；無水
マレイン酸、無水イタコン酸等の、不飽和無水物類；酢酸ビニル、プロピオン酸ビニル等
の、ビニルエステル類；ビニルエチレンカーボネートおよびその誘導体；スチレンおよび
その誘導体；（メタ）アクリル酸－２－スルホン酸エチルおよびその誘導体；ビニルスル
ホン酸およびその誘導体；メチルビニルエーテル、エチルビニルエーテル、ブチルビニル
エーテル等の、ビニルエーテル類；エチレン、プロピレン、オクテン、ブタジエン等の、
オレフィン類；などが挙げられる。これらは、１種のみが含まれていてもよいし、２種以
上が含まれていてもよい。
【００２０】
　上記（ｉｖ）溶剤としては、水；ブチルアルコール、エチルセルソルブ、プロピレング
リコールモノメチルエーテルアセテート等のアルコール系溶媒；トルエン、キシレン、エ
チルベンゼンなどの芳香族炭化水素系溶剤；メチルエチルケトン、メチルイソブチルケト
ンなどのケトン系溶剤；テトラヒドロフラン、ジオキサンなどのエーテル系溶剤；酢酸エ
チル、酢酸ブチルなどのエステル系溶媒；などが挙げられる。これらの溶剤は、１種のみ
が含まれていてもよいし、２種以上が含まれていてもよい。なお、上記（ｉｉ）可塑剤と
して例示したものの中には、上記（ｉｖ）溶剤として使用できるものが含まれる。
【００２１】
　上記（ｖ）重合開始剤としては、熱または光でラジカルを発生する化合物が好ましい。
好ましくは、光重合開始剤である。熱重合開始剤としては、例えば、クメンハイドロパー
オキサイド、ジイソプロピルベンゼンハイドロパーオキサイド、ジ－ｔ－ブチルパーオキ
サイド、ラウロイルパーオキサイド、ベンゾイルパーオキサイド、ｔ－ブチルパーオキシ
イソプロピルカーボネート、ｔ－アミルパーオキシ－２－エチルヘキサノエートなどの有
機過酸化物；過酸化水素；過硫酸カリウム、過硫酸アンモニウムなどの過硫酸塩；２，２
’－アゾビス（イソブチロニトリル）、１，１’－アゾビス（シクロヘキサンカルボニト
リル）、２，２’－アゾビス（２，４－ジメチルバレロニトリル）などのアゾ化合物；な
どが挙げられる。光重合開始剤としては、光重合開始剤としては、オキシムエステル基を
有するオキシムエステル系光重合開始剤、アルキルフェノン系光重合開始剤、α－アミノ
アセトフェノン系光重合開始剤、アシルホスフィンオキサイド系光重合開始剤、チタノセ
ン系光重合開始剤等が例示される。これらの重合開始剤は、１種のみが含まれていてもよ
いし、２種以上が含まれていてもよい。
【００２２】
　上記（ｖｉ）架橋剤としては、一分子内に、重合性の炭素炭素二重結合を２以上含む化
合物が例示される。例えば、ジペンタエリスリトールヘキサアクリレート、ペンタエリス
リトールテトラアクリレート、エトキシ化ペンタエリスリトールテトラアクリレート、ペ
ンタエリスリトールトリアクリレート等の糖アルコール類の（メタ）アクリレート化物；
トリメチロールプロパントリアクリレート、ジトリメチロールプロパンテトラアクリレー
ト等のトリメチロールプロパン若しくはその変性物の（メタ）アクリレート化物；グリセ
リントリアクリレート、エトキシ化グリセリントリアクリレート等のグリセリン若しくは
グリセリンのアルキレンオキシド付加物の（メタ）アクリル化物；エトキシ化イソシアヌ
ル酸トリアクリレート等のイソシアヌル酸若しくはイソシアヌル酸のアルキレンオキシド
付加物の（メタ）アクリレート化物；等が例示される。これらは、１種のみが含まれてい
てもよいし、２種以上が含まれていてもよい。なお、上記（ｉ）希釈剤として例示したも
のの中には、上記（ｖｉ）架橋剤として使用できるものが含まれる。
【００２３】
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　上記（ｖｉｉ）重合禁止剤としては、特に制限は無いが、例えばヒドロキノン、ｐ－メ
トキシフェノール（メトキノン）、フェノチアジン、２，２，６，６，－テトラメチルピ
ペリジン１－オキシル（ＴＥＭＰＯ）、４－ヒドロキシ－２，２，６，６，－テトラメチ
ルピペリジン１－オキシル（４Ｈ－ＴＥＭＰＯ）等が例示される。これらは、１種のみが
含まれていてもよいし、２種以上が含まれていてもよい。
【００２４】
　＜ビスマレイミド組成物の組成＞
　本発明のビスマレイミド組成物は、上記一般式（１）で表される化合物（ビスマレイミ
ド化合物）を１～９９質量％含む。好ましくは１～２５質量％含み、より好ましくは１～
１０質量％含む。上記範囲で含むことにより、本発明の組成物を塗料用途、接着剤用途、
レジスト用途に使用した場合に、その特性が向上する傾向にある。
【００２５】
　本発明のビスマレイミド組成物における、上記（ｉ）希釈剤、（ｉｉ）可塑剤、（ｉｉ
ｉ）単量体、（ｉｖ）溶剤、（ｖｉ）架橋剤の含有量は、それぞれ０～９９質量％である
ことが好ましい。より好ましくは７５～９９質量％であり、さらに好ましくは９０～９９
質量％である。上記範囲で含むことにより、本発明の組成物の取扱い性が向上する傾向に
あり、また、本発明の組成物を塗料用途、接着剤用途、レジスト用途に使用した場合に、
その特性が向上する傾向にある。
【００２６】
　本発明のビスマレイミド組成物における、上記（ｖ）重合開始剤の含有量は、０～１０
質量％であることが好ましい。より好ましくは０．１～１０質量％であり、さらに好まし
くは０．１～５質量％である。上記範囲で含むことにより、本発明の組成物を塗料用途、
接着剤用途、レジスト用途に使用した場合に、その特性が向上する傾向にある。
【００２７】
　本発明のビスマレイミド組成物における、上記（ｖｉｉ）重合禁止剤の含有量は、０～
１００００ｐｐｍであることが好ましい。より好ましくは０～５０００ｐｐｍであり、さ
らに好ましくは０～１０００ｐｐｍである。上記範囲で含むことにより、本発明の組成物
の取扱い性や保存安定性が向上する傾向にある。
【００２８】
　［本発明のビスマレイミド組成物の製法］
　＜ビスマレイミドの製法＞
　上記一般式（１）で表される化合物の製法は、特に限定されない。例えば、ジアミン化
合物と無水マレイン酸またはその誘導体を開環付加反応させることによりビスマレアミド
酸を製造し、必要に応じて触媒や脱水剤の存在下、脱水閉環反応することにより製造する
ことが可能である。上記触媒としては、リン酸、硫酸、リンタングステン酸等の無機酸性
触媒；メタンスルホン酸、トリフルオロスルホン酸、ｐ－トルエンスルホン酸等のスルホ
ン酸触媒；酢酸、クロロ酢酸等のカルボン酸触媒；酸性白土などの個体酸触媒；等が例示
される。上記脱水剤としては、ポリリン酸等が例示される。
【００２９】
　＜本発明のビスマレイミド組成物の製法＞
　本発明のビスマレイミド組成物の製造方法は、特に限定されないが、例えば、上記一般
式（１）で表される化合物と、その他の成分とを混合することにより製造することができ
る。その場合、各成分の添加の順番は特に限定されない。また、他の成分の存在下で上記
一般式（１）で表される化合物を製造し、その後残りの成分を添加することにより製造し
ても良い。
【００３０】
　［本発明のビスマレイミド組成物の用途］
　本発明のビスマレイミド組成物は、塗料用途、接着剤用途、レジスト用途等に好ましく
使用することができる。すなわち、本発明のビスマレイミド組成物は、塗料用組成物、接
着剤用組成物、レジスト用組成物として使用することが好ましい。
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【００３１】
　以下に実施例を掲げて本発明を更に詳細に説明するが、本発明はこれらの実施例のみに
限定されるものではない。
【００３２】
　＜製造例１（多官能ウレタンアクリレートオリゴマーの製造例）＞
　四つ口丸底フラスコにトリメチロールプロパントリアクリレート（トリアクリレート５
５％、テトラアクリレート４５％）５００質量部を仕込み、さらに重合禁止剤であるｐ－
メトキシフェノール０．１ｇを添加し、室温で１時間撹拌した。そこへ、さらにウレタン
化触媒のジブチル錫ジラウレート０．０５質量部を添加し、フラスコ内を７０℃に加熱し
た。その後、そこへ１，６－ヘキサメチレンジイソシアネートを７７質量部（１当量）加
え、７０℃で６時間反応させ、５０℃に冷却後、希釈剤としてメチルイソブチルケトンを
６０質量部添加することにより、多官能ウレタンアクリレートオリゴマー（Ａ）を得た。
【００３３】
　＜実施例１＞
　製造例１で得られた多官能ウレタンアクリレート（Ａ）４０質量部、ヘキサメチレンビ
スマレイミド（東京化成株式会社製）２０質量部、２－ヒドロキシエチルアクリレート１
０質量部、イソボルニルアクリレート１５質量部、メチルイソブチルケトン１０質量部の
混合物に、光開始剤であるＦＡＲＯＣＵＲ　１１７３（ＣＩＢＡ―ＧＥＩＧＹ製）５質量
部を添加して得られた混合物を３０分間撹拌して、ＵＶ硬化性ハイソリッド塗料組成物（
１）を得た。
【００３４】
　＜比較例１＞
　実施例１において、ヘキサメチレンビスマレイミド２０質量部の代わりに、ヘキサメチ
レンジメタクリレート２０質量部を用いる以外は同様にして、比較用ＵＶ硬化性ハイソリ
ッド塗料組成物（１）を得た。
【００３５】
　＜比較例２＞
　実施例１において、ヘキサメチレンビスマレイミド２０質量部の代わりに、４，４’－
ジフェニルメタンビスマレイミド２０質量部を用いる以外は同様にしたが、４，４’－ジ
フェニルメタンビスマレイミドが溶解せず、析出したため、均一な塗料用組成物は得られ
なかった。
【００３６】
　＜実施例２＞
　前記実施例１で得られたＵＶ硬化性ハイソリッド塗料組成物（１）をプライマーが塗布
されたポリカーボネート基材上にスプレーコート法を用いて塗装した後、室温（２５℃）
で５分乾燥させ、有機溶剤を除去した。乾燥された塗装基材を溶融ランプ（Ｆｕｓｉｏｎ
 Ｌａｍｐ、フュージョンジャパン株式会社製）を用いてライン速度１０ｍ／ｍｉｎ、光
量３００ｍＪ／ｃｍ２の硬化条件で２回硬化して、２０μｍの塗膜を製造した。
【００３７】
　上記塗膜について、密着性、硬度、耐薬品性、耐熱性を評価した。評価結果を下記表１
にまとめた。
【００３８】
　＜比較例３、４＞
　ＵＶ硬化性ハイソリッド塗料組成物（１）に代えて、前記比較例１で得られた比較ＵＶ
硬化性ハイソリッド塗料組成物（１）を用いる他は実施例２と同様にして、塗膜の密着性
、硬度、耐薬品性、耐熱性を評価した。評価結果を下記表１にまとめた。
前記比較例２で得られた塗料用組成物についても、下記表１にまとめた。
【００３９】
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【表１】

【００４０】
　表１に示したとおり、本発明の塗料組成物は、取扱い性に優れ、本発明の塗料組成物か
ら形成された塗膜は、基材への密着性、硬度、耐薬品性、耐熱性にも優れていた。よって
、本発明の塗料組成物は塗料用途に好適に使用できることが明らかとなった。
【００４１】
　＜実施例３＞
　アクリルポリマーＵＰ―１１７０（東亜合成株式会社製）７０質量部、ヘキサメチレン
ビスマレイミド１７質量部、溶剤としてメチルエチルケトン１０質量部、光重合開始剤と
してＩｒｇａｃｕｒｅ　１８４（ＢＡＳＦ製）３質量部を混合して、紫外線硬化性樹脂組
成物（３）を作成した。
【００４２】
　厚さ０．８ｍｍのスライドガラスに上記紫外線硬化性樹脂組成物（３）を、２００μｍ
になるように塗布し、室温（２５℃）で１時間乾燥させ、溶剤を除去した。その後、塗布
面の上に厚さ０．８ｍｍのアクリル板を貼り合わせ、スライドガラス越しに、高圧水銀灯
（８０Ｗ／ｃｍ、オゾンレス）で２０００ｍＪ／ｃｍ２の紫外線照射を行い、評価用サン
プルを作成した。
【００４３】
　上記評価用サンプルについて、接着性、耐熱性を評価した。評価結果を下記表２にまと
めた。
【００４４】
　＜比較例５＞
　実施例３において、ヘキサメチレンビスマレイミド１７質量部の代わりに、ヘキサメチ
レンジメタクリレート１７質量部を用いる以外は同様にし、比較用紫外線硬化性樹脂組成
物（５）を作成した。実施例３と同様に評価用サンプルを作成し、接着性、耐熱性を評価
した。その結果を表２にまとめた。
【００４５】
　＜比較例６＞
　実施例３において、ヘキサメチレンビスマレイミド１７質量部を、４，４’－ジフェニ
ルメタンビスマレイミド１７質量部を用いる以外は同様にして、比較用紫外線硬化性樹脂
組成物６を作成したが、４，４’－ジフェニルメタンビスマレイミドが溶解せず、析出し
たため、均一な紫外線硬化性樹脂組成物は作成できず、その後の評価はできなかった。
【００４６】
【表２】

【００４７】
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　表２に示したとおり、本発明の紫外線硬化性樹脂組成物は、取扱い性に優れ、本発明の
塗料組成物から形成された塗布膜は、アクリル板の接着性、耐熱性にも優れていた。よっ
て、本発明の紫外線硬化性樹脂組成物は接着剤組成物として好適に使用できることが明ら
かとなった。
＜製造例２＞
　冷却管と攪拌器を備えたフラスコに、２，２’－アゾビス（２，４－ジメチルバレロニ
トリル）１０質量部、プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート４００質量部
、メタクリル酸３０質量部、アリルメタクリレート３０質量部、４－ヒドロキシフェニル
マレイミド１０質量部およびスチレン３０質量部を加えて、窒素置換した後、撹拌し、５
５℃で２４時間反応させ、アクリル系共重合体（２）を含む重合体溶液を得た。
【００４８】
　上記重合体溶液全部をヘキサン５０００質量部に滴下させて析出し、濾過分離した後、
溶剤としてプロピレングリコールモノメチルアセテート２００質量部を入れ、３０℃まで
加熱後３０分撹拌し、固形分が４５％重量％のアクリル系共重合体（２）溶液を得た。
【００４９】
　＜実施例４＞
　製造例２で製造したアクリル系共重合体（２）溶液１００質量部に、光開始剤としてＩ
ｒｇａｃｕｒｅ　８１９（ＢＡＳＦ製）１５質量部、光増感剤として２－エチルヘキシル
－４－ジメチルアミノベンゾエート５質量部およびｎ－ブチルアクリドン５質量部、架橋
性モノマーとしてジペンタエリスリトールヘキサアクリレート４０質量部、ヘキサメチレ
ンビスマレイミド１０質量部および固形分濃度が３５重量％となるように所定量のプロピ
レングリコールモノメチルエーテルアセテートを加えて溶解後、０．２μｍのミリポアフ
ィルタで濾過して、ネガティブ感光性樹脂組成物コーティング溶液（４）を製造した。
【００５０】
　＜比較例７＞
　実施例４において、ヘキサメチレンビスマレイミド１０質量部の代わりに、ヘキサメチ
レンビスメタクリレート１０質量部を用いる以外は同様にして、比較用ネガティブ緩効性
樹脂組成物コーティング溶液（７）を製造した。
【００５１】
　＜比較例８＞
　実施例４において、ヘキサメチレンビスマレイミド１０質量部の代わりに、４，４’－
ジフェニルメタンビスマレイミド１０質量部を用いる以外は同様にして、比較用ネガティ
ブ感光性樹脂組成物コーティング溶液（８）を製造したが、４，４’－ジフェニルメタン
ビスマレイミドが溶解せず、析出したため、均一な比較用ネガティブ感光性樹脂組成物コ
ーティング溶液（８）は製造できず、その後の評価はできなかった。
【００５２】
　＜実施例５、比較例７、８＞
　実施例４で得られたネガティブ感光性樹脂組成物コーティング溶液（４）および比較例
７で得られた比較用ネガティブ感光性樹脂組成物コーティング溶液（７）について、下記
項目を下記方法で評価し、その結果を表３にまとめた。比較用ネガティブ感光性樹脂組成
物コーティング溶液（８）の評価も合わせて表３に記載した。
【００５３】
　（感度（ｍＪ／ｃｍ２））
　ガラス基板上にスピンコーターを使用してネガティブ感光性樹脂組成物コーティング溶
液を塗布した後、９０℃で２分間ホットプレート上でプリベークして膜を形成した。
【００５４】
　前記工程で得られた膜に所定のパターンマスクを使用して、３６５ｎｍでの強度が１５
ｍＷ／ｃｍ２の紫外線を、感度が１０μｍラインアンドスペース１：１ＣＤ基準ドーズ量
を１５秒間照射した。この後テトラメチルアンモニウムヒドロキシド０．３８重量％水溶
液で２３℃、２分間現像し、超純水で１分間洗浄した。
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　続いて、前記で現像されたパターンに３６５ｎｍでの強度が１５ｍＷ／ｃｍ２の紫外線
を３５秒間照射し、２２０℃のオーブン中で６０分間加熱、硬化してパターン膜を得た。
上記感度（ｍＪ／ｃｍ２）は、数字が小さいほど感度が高い（良い）ことを示す。
【００５６】
　（耐熱性）
　前記の感度測定時形成されたパターン膜の上、下および左、右の幅を測定した。この時
、角の変化率がミッドベーク前基準、０－１０％を◎、１０－２０％を○、２０－４０％
を△、４０％超を×で示した。
【００５７】
　（接着性）
　前記の感度測定時形成されたパターン膜に手動式ローラーの圧着装置を利用して同一速
度で１回往復させた後、基板全体面積を１００等分したときの剥離される面積を測定して
百分率で示した。
【００５８】
【表３】

【００５９】
　表３に示したとおり、本発明のネガティブ感光性樹脂組成物コーティング溶液は、取扱
い性に優れ、本発明のネガティブ感光性樹脂組成物コーティング溶液から形成されたパタ
ーン膜は、良好な感度、接着性、耐熱性を有していた。よって、本発明のネガティブ感光
性樹脂組成物コーティング溶液はレジスト用組成物として好適に使用できることが明らか
となった。
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